




JASSO）1 の留学生受け入れの状況」によると、2009 年 5 月 1 日現在の留学生数の数は過去最多数の
13万2720人であり、その中でミャンマーからの留学生は前年度922人だったのに対し、1,012人（0.8％）


















１日本学生支援機構ホームページ、2009 年 10 月 20 日アクセス
　「http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/data08.html」、
　「http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/data09.html」　
２出身国（地域）別留学生数上位 11 位は、中国　79,082 人、韓国 19,605 人、台湾 5,332 人、ベトナム 3,199 人、マレー










際交流基金 2006：ｐ .1）。同調査によると、日本語学習者数が最も多いのは、韓国の約 91 万人であり、
世界の日本語学習者の約3割（30.6％）を占めている。第2位は中国で約68万人（23.0%）、第3	位はオー
ストラリアで約 37 万人（12.3%）である。この順番は 2003 年の調査から変化がみられず、この 3か
国で世界の日本語学習者数の 3分の 2を占めている。第４位のインドネシア（27.3 万人）、第５位の
＜台湾＞（19.1 万人）を加えた 5つの国・地域で、学習者の 8割弱がアジア、約９割がアジア大洋州
であり、世界の日本語学習者の 5分の 4を占めていることになる（国際交流基金 2006：p.5）。
　また、文化庁によると、2008年11月1日現在、国内における日本語教育の実施機関・施設等数は1,779
機関・施設、日本語教師数は 30,959 人、日本語学習者数は 166,631 人となっている。学習者数の全
体の動向は、2007 年度（163,670 人）と比べ、2,961 人（1．8％）の増加、5年前（2003 年度：135,146 人）
と比べ、31,485 人（23．3％）の増加となっている（文化庁文化部国語課 2008：p.7）。
　海外における日本の機関数、教師数、学習者数の推移は、表１のとおりである。国費による外国
人留学生招致は 1954 年に開始され、1976 年に最初の国費留学生を受け入れた 4。その中でミャンマー
から日本政府の奨学金による国費留学生は 900 人（2008 年現在）にのぼる。日本語学習者数が年々
増加していることは下記の図からも明らかである。
表 1　海外における日本の機関数、教師数、学習者数の推移
1990 年 1993 年 1998 年 2003 年 2006 年
機関数（単位：機関） 3,917 6,800 10,930 12,222 13,639
教師数（単位：人） 13,214 21,034 27,611 33,124 44,321
学習者数（単位：人） 981,407 1,623,455 2,102,103 2,356,745 2,979,820
出典：国際交流基金が行なった「海外日本語教育の現状 2006」5
３海外における日本語学習者数、2009 年 12 月 20 日アクセス
　「http://www.kantei.go.jp/jp/singi/jinzai/jitsumu/dai5/siryou2_1.pdf」











の 2機関のみである。前者のYUFLは 1964 年に国立外国語学院（Institute	of	Foreign	Languages；
IFL）が 1996 年に改組されたもので、当初は専門課程のみだったが、1999 年に学士コースが設置さ









では、学部約 150 名、専門課程約 160 名、夜間部約 480 名の計約 790 名が在籍している。MUFLでは、







名が参加している。また、2007 年 3 月に国際交流基金「日本語教育巡回セミナー 7」を初めて行なっ








































































　表 3からもわかるように、日本語学習者数は、日本語能力試験実施以前の 1998 年 (1,712 名）と現




































2 9 11 2 17 19 4 31 35
教師数
（単位：人）
18 36 54 48 62 110 52 112 164
学習者数
（単位：人）




























日本語能力の高い人、特に JLPTの 2 級以上の合格者には在留資格認定書の許可が下りやすくなっ
ている。そのため、ミャンマーでも JLPTの受験者は年々増加しており、在ミャンマー日本国大使








表 4　日本における留学生受け入れ状況（2004 年〜 2009 年）
（単位：人）
2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年
留学生総数 117,302 121,812 117,927 118,498 123,829 132,720
ミャンマーからの留学生数 591 651 736 849 922 1,012




JLPTは 1999 年 12 月以来、毎年 12 月第 1日曜日に JLPTがヤンゴン市のみで実施されている。受
９　










合格者の割合は次のとおりである。1級は約 10％、2 級は約 30％、3 級は約 60％、4 級は約 75％で
ある。非漢字圏であるミャンマーにおいて、学習者にとって漢字が一番難しいことが推測できる。






表 5　ミャンマー国内での JLPT受験者リスト（2001 年〜 2007 年）
（単位：人）
2001 年 2002 年 2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年
1 級 63 57 100 153 161 183 191
2 級 229 277 426 460 450 630 836
3 級 387 440 719 796 705 1269 1028
4 級 334 318 553 519 448 582 490





















表 6　ミャンマー国内におけるEJU受験者数リスト（2004 年〜 2009 年）
（単位：人）
2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年
第 1回（6月） 38（45） 75（89） 76（85） 40（45） 44（55） 53（60）
第 2回（11 月） 85（109） 80（87） 63（71） 41（53） 44（50） −






　ミャンマー、特にヤンゴン市における日本語教育の現状を明らかにするため、2009 年 3 月 9 日（月）
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